
近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧

の
活
動

に
つ
い
て

安

中

尚

史

一

近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧
の
活
動
に
つ
い
て
、
日
清
戦
争
期

に
お
け
る
日
蓮
教
団

の
従
軍
僧
を
、
そ
の
活
動

の
基
と
な

っ
た
日
蓮
宗

報
告
義

会
の
動
向
も
ふ
く
め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧

の
動
向
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
に
、
日
蓮
宗
報
告
義
会
と
い
う
組

織
が
あ

る
。
こ
の
日
蓮
宗
報
国
義
会
と
は
、
明
治
二
十
七
年
七
月
に
勃

発
し
た
日
清
戦
争

を
支
援
す

る

目
的

で
、
日
蓮
宗
寺
院
有
志
が
組
織

し
、
活
動
は
全
国
的
に
展
開
し
た
。
そ
の
活
動
内
容
は
、
国
内
に
お
け

る
戦
勝
祈
衽
か
ら
、
義
捐
金
を
集
め
た
り
、
ま
た
戦
地
に
ま
で
直
接
お

も
む
い
て
布
教
す
る
、
従
軍
布
教
僧
の
派
遣
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、
当
時

の
国
内
情
勢
を
反
映
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
た
。
(
1
)

こ
の
日
清
戦
争
と
は
、
朝
鮮
に
対
し
て
、
進
出
を
は
か
る
日
本
と
、

朝
鮮
の
宗
主
権
を
主
張
す
る
清
国
と
の
間
で
起
こ
っ
た
も
の
で
、
東
学

党
の
乱
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
清
が
朝
鮮
に
出
兵
し
た
こ
と
に
対
し
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

天
津
条
約
に
も
と
つ
い
て
日
本
も
出
兵
し
、

明
治
二
十
七
年
七
月
、
豊

島
沖
海
戦
で
戦
闘

の
火
ぶ
た
が
切
り
落
と
さ
れ
た
。

当
時

の
日
本
国
内

の
情
勢
は
、
凶
作
に
よ
る
小
作
問
題

・
農
民
問
題

が
起
こ
り
、
資
本
主
義
経
済
に
も
破
綻
が
生
じ
は
じ
め
、
ま
た
開
国
時

に
結
ん
だ
不
平
等
条
約
に
つ
い
て
、
政
府

の
対
外
国
政
策
に
不
満
が
生

じ
て
い
た
。
そ
の
中
で
日
清
戦
争

の
戦
勝

に
よ

る
国
内
の
経
済
効
果

や
、
欧
米
列
強
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国

に
対
し
て
の
立
場
に
、
有
利

を
も
た
ら
す
事
が
出
来
る
と
考
え
、
報
国
機

運
が
発
揚
し
て
い
た
。

ま
た
他
の
仏
教
団
で
も
戦
地

へ
の
慰
問
使
節

の
派
遣
を
積
極
的
に
行

い
、
従
軍
布
教
の
派
遣
を
軍
部
に
懇
願
し
て

い
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
仏

教
団
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
日
清
戦
争
勃
発
時

に
キ
リ
ス
ト
教
各

派

の
有
志
に
よ
っ
て
、
大
阪
で
は
キ
リ
ス
ト
教
同
志
会
、
広
島
で
は
キ

リ
ス
ト
教
徒
同
盟
戦
時
軍
人
慰
安
会
、
東
京

で
も
キ
リ
ス
ト
教
同
志
会

と
い
う
名
で
そ
そ
れ
組
織
さ
れ
、
国
民
精
神

を
鼓
舞
す
る
た
め
に
地
方

に
弁
士
を
派
遣
し
、
ま
た
戦
地

へ
の
慰
問
使
節
の
派

遣

を
決

め
て

い

た
。
(
2
)

二
四
九
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近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧
の
活
動
に
つ
い
て

(安

中
)

こ
の
よ
う
な
中
、
明
治
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
、
日
蓮
宗
臨
時
報

国
義
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
池
上
本
門
寺
貫
首
の
鶏
渓
日
舜
が
会

長
に
、
真
間
弘
法
寺
貫
首
の
梨
羽
日
環
が
副
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
き
、

本
部
を
小
伝
馬
町
祖
師
堂
内
に
置
き
、
二
十
名
の
委
員
を
選
び
、
う
ち

十
名
を
常
勤
さ
せ
本
部
に
て
会
務

・
布
教

・
義
捐
金
募
集
な
ど
の
任
に

就
い
た
。
そ
し
て
全
国
に
支
部
を
設
け
る
予
定
に
も
な

っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
関
東
各
地
の
本
山
貫
首
を
は
じ
め

(
3
)

と
し
た
、
寺
院
の
住
職
が
名
を
連
ね
て
い
た
。

ま
た
二
十
五
ケ
条
の
規
約

「
日
蓮
宗
臨
時
報
国
義
会
規
約
」
を
設
け

会
を
運
営
し
て
い
た
。
こ
の
会

の
趣
意

と
し

て
、
規
約
の
第

二
条
に

「本
会

ハ
今
ヤ
大
日
本
帝
国
ガ
韓
清
両
国

二
対

ス

ル
国
家
重
要
ノ
大
事

件
ア
ル

ニ
由
リ
我
宗
ノ
教
義

二
遵
拠
シ
立
正
安
国

ノ
祖
教

二
法
リ
特

二

報
国
ノ
義
気
ヲ
奮

ヒ
国
民

ノ
本
分
ヲ
竭
サ
ソ
ガ
為

メ
宗
内
有
志
紬
素
ノ

団
結

ス

ル
モ
ノ
ナ
リ
」
(
4
)

と
い
う
よ
う
に
宗
門
が

二
体
と
な

っ
て
報
国
活

動
を
遂
行
し
て
い
く
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

報
国
義
会
が
組
織
さ
れ
た
同
じ
頃
、
日
蓮
宗
か
ら
も
番
外
論
達
が
布

達
さ
れ

た
。
(
5
)

そ
し
て
こ
の
布
達
も
影
響
し
て
か
、
全
国
的
に
報
国
義
会

の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
京
都

の
八
本

山
で
は
、
最
初
こ
の
報
国
義
会
と
は
別
に
組
織
を
つ
く
る
計
画
が
も
た

れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
報
国
義
会

の
設
立
を
聞
き
、
報
国
義
会
発
起

人
と
し
て
協
力
す
る
こ
と
を
決
め
、
京
都
に
報
国
義
会
第

二
支
部
を
置

き
、
支
部
長
に
本
国
寺
貫
主
岩
村
日
轟
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
、

二
週

二
五
〇

間
に
わ
た
る

「戦
闘
必
勝
、
兵
士
健
康
の
祈
禧
会
」
を
予
定
し
、
本
国

寺
に
お
い
て
毎
日
八
十
名
の
僧
侶
が
臨
席
し
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
方
、
こ
の
ほ
か
の
場
所
に
は
、
報
国
義
会

の
委
員
が
直
接
お
も
む
い

て
、
講
演
会
を
も
よ
お
し
た
り
、
戦
勝
祈
?
会
を
執
り
行
い
、
各
地
に

そ
の
支
部
を
作

っ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
結
果
、
明
治
二
十
七
年

八
月
二
十
三
日
ま
で
に
、
京
都
の
ほ
か
に
大
阪

・
岐
阜

・
岡
山

・
神
奈

川

・
福
井

・
栃
木

・
千
葉

・
山
形

・
長
野

・
宮
城

・
青
森

・
広
島

.
新

潟

・
愛
福

・
和
歌
山

・
鳥
取

・
福
岡

の
二
府
十
六
県
に
支
部
が

つ
く
ら

れ
た
。
(
6
)

二

次
い
で
、
報
国
義
会
が
計
画
し
た
戦
争
支
援
活
動
で
あ
る
、
従
軍
僧

・

の
派
遣
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第

二
回
目
の
従
軍
僧
の
派
遣
は
、
明
治
二
十
七
年
八
月
三
十
日
、
東

京
を
出
発
し
て
か
ら
、
十
二
月
十
三
日
に
帰
京
す
る
ま
で
の
も
の
で
あ

っ
た
。

派
遣
さ
れ
た
の
は
、
星
下
妙
純
寺
住
職
の
脇
田
尭
惇
と
、
第

二
区
大

檀
支
林
教
頭
の
守
本
文
静
で
あ
る
。
こ
の
脇
田
尭
惇

に
つ
い
て
は
、
後

に
日
蓮
宗
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
明
治
三
十
七
年
に
専
門
学
校
令

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
、
日
蓮
宗
大
学
林

の
設
立
委
員
長
と
し
て
大

い
に
活
躍
し
、
そ
の
後
日
蓮
宗
大
学
第
四
代
学
長

に
も
就
任
し
た
。
ま

た
、
守
本
文
静
は
い
ま
述
べ
た
、
日
蓮
宗
大
学
林

の
前
身
で
あ

っ
た
日
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蓮
宗

の
高
等
教
育
機
関
の

一
つ
で
、
池
上
本
門
寺
内
に
あ

っ
た
第

二
区

大
檀
支
林
の
教
頭
で
あ
り
、
近
代
日
蓮
教
団
の
基
礎
を
確
立
し
た
新
居

目
薩

の
弟
子
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
人
の
派
遣
が
決
ま
る
ま
で
に
、
自
費
に
よ
る
朝
鮮

半
島
に
渡
航
を
報
国
義
会
に
志
願
す
る
二
人
が
い
た
。
こ
の
二
人
は
共

に
報
国
義
会
の
役
員
で
あ
り
、
ま
た
発
起
人
で
あ

っ
た
日
蓮
宗
の
本
山

小
湊
誕
生
寺
貫
首
豊
永
日
良
と
、
日
蓮
宗
本
山
茂
原
寺
貫
首
江
上
勝
義

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
役
員
で
あ
り
、
ま
た
本
山
の
貫
首
が
自
ら
従
軍
僧
と
し

て
渡
航
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
報
国
機
運
の
高
ま
り
を

こ
の
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

従
軍
僧
の
具
体
的
な
仕
事

の
内
容
と
し
て
い

「日
蓮
宗
臨
時
報
国
義

会
規
約
」
第
六
条

「渡
轉
代
表
者
の
服
務
大
要
」
に
し
る
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
次
の
行
動
が
計
画
さ
れ
た
。

首
ト
シ
テ
軍
隊
ヲ
慰
問
シ
其
筋
ノ
許
可
ア
ル
限

ハ
随
意
ノ
手
段
二
由
テ
軍
隊

ノ
勇
気
ヲ
鼓
無
汁
ス
ル
事

居
留
地
皇
国
人
二
対
シ
報
国
ノ
義
気
ヲ
鼓
舞
シ
特

二
宗
門
ノ
信
徒
ヲ
会
シ
祈

禧
会
ヲ
修
シ
国
威
顕
揚
軍
隊
健
康
ヲ
祈
願
ス
ル
事

兵
員

ノ
死
亡
ハ
戦
死
ト
病
死
ト
ヲ
問
ハ
ズ
特
二
追
弔
供
養
ヲ
修
ス
ル
事

但

シ
可
成
其
筋
ノ
許
可
ヲ
請
ヒ
葬
儀
二
臨
ミ
読
経
回
向
ス
ベ
シ

前
項
ノ
外
凡
ソ
国
威
ヲ
揚
ケ
軍
隊
ノ
保
助
ト
ナ
ル
コ
ト
ハ
便
宜
事

二
従
フ
ベ

キ
事
(
7
)

近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧
の
活
動
に
つ
い
て

(安

中
)

脇
田
と
守
本
の
行
動

は
明
治
二
十
七
年
八
月
三
十
日

に
東
京

を
発

ち
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
長
崎
を
九
月
十
七
日
出
航
、
十
八
日
釜

山
に
寄
港
し
、
そ
し
て
領
事
館
と
妙
覚
寺
別
院
を
訪
問
し
、
妙
覚
寺
別

院
で
は
、
現
地
の
状
況
を
聴
い
て
、
翌
日
同
じ
船

で
仁
川

に
向

か

っ

た
。
二
十
日
に
仁
川
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず

軍
隊
に
従
軍
を
請

い
、
許

可
を
受
け
平
壌

の
戦
地

へ
と
赴

い
た
。
こ
の
間
、
軍
隊

に
対
し
て
日
本

か
ら
携
え
て
い
た
物
資
を
補
給
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
目
的
地
の
平
壌

へ
は
九
月
二
十
二
日
に
出
航
し
船
を
乗
り
継

い
で
九
月
二
十
六
日
到
着

し
た
。
そ
の
後
、
司
令
部
を
訪
問
し
追
悼
会

の
開
催

の
許
可
、
な
ら
び

に
協
力
を
請
い
、
十
月
三
日
に
平
壌
場
内
に
お
い
て
戦
死
者
追
悼
大
法

会
を
お
こ
な

っ
た
。
ま
た
戦
死
者
の
墓
前
に
ま
で
お
も
む
い
て
読
経
、

回
向
し
菩
提
を
と
も
ら

っ
た
り
負
傷
者
を
病
院
に
見
舞

っ
た
り
、
活
発

な
活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
月
六
日
に
平
壌
を
出
航
し
、
十
三

日
に
仁
川
に
戻
り

「
仁
川
仮
教
場
」

に
て
戦
死
者
の
追
悼
会
を
行
う
。

二
十
八
日
陸
路
京
城

へ
向
か
い
、
十

二
月
十

日
仁
川

へ
陸
路
も
ど
り
、

二
十
日
頃
仁
川
を
出

航

し
、

二
十
三
日
長
崎
に
帰
国
、
十
二
月
十
三

日
、
東
京
に
帰
京
し
た
。
(
8
)

三

次
い
で
第
二
回
目
の
日
蓮
宗
か
ら
派
遣
と
な

っ
た
従
軍
僧
の
活
動
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
明
治
二
十
八
年
二
月
こ
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
清

へ
の
派
遣
僧
侶
の
選
定
が
本
格
的
に
な
り
、
三
月
十
日
、
目
蓮

二
五

一
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近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧
の
活
動
に
つ
い
て

(安

中
)

宗
宗
務
院
で
行
わ
れ
た

「
派
遣
僧
侶
選
定
会
議
」
で

二
回
目
に
続
き
脇

田
尭
惇
、

野
沢
義
真

(甲
府
遠
光
寺
)、
加
藤
文
雅

(東
京
林
昌
寺
住
職
)

の
三
名

が
き
ま
っ
た
。

明
治

二
十
八
年
三
月
二
十
八
日
、

一
行
は
東
京

を
発

ち
途

中
、
静

岡
、
大
阪
、
神
戸
を
経
て
、
広
島

へ
と
向
か
っ
た
。
当
時
、
広
島
に
は

大
本
営
が
置
か
れ
、
国
内
で
の
日
清
戦
争

の
最
前
線
と
な

っ
て
い
た
。

四
月

一
日
、
広
島

の
大
本
営

へ
赴
き
、
そ
こ
で
日
蓮
宗
管
長
か
ら
の

従
軍

の
許
可
を
求
め
る
書
簡
を
わ
た
し
、
翌
日
に
は
そ
の
許
可
が
下
り

た
。

一
行
の
携
帯
し
て
い
た
も
の
は
記
録
に
よ
る
と

「手
ぬ
ぐ
い
」

一

千
本
、
「
お
守
り
」

二
万
個
、
「教
義
大
意
」
数
百
部
で
、
身
の
回
り
の

も
の
も
含
め
る
と
、
行
李
十
個
、
重
さ
で
は
五
十
貫
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
船

に
の
せ
ら
れ
る
も
の
は
、

二
人

二
個
十
貫
ま
で
と
い
う
決
ま
り

が
あ
り
、
急
き
よ
荷
物
を
詰
め
替
え
、
当
初

の
予
定
の
七
割
程
度
の
荷

物
を
携
え
て
行

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
月
四
日
、
広
島
の
宇
品
港
を
出
航
し
た

二
行
は
、
四
月
八
日
、
大

連

に
到
着
、
こ
こ
で
営
口
行
き
の
船
を
待

つ
間
、
従
軍
僧
と
し
て
の
活

動
を
行

っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は

「兵
姑
病
院
」
を
見
舞

い
、
日
本

か
ら

持

っ
て
き

た

『教
義
大
意
』
や

「
お
守
り
」
等
を
携
え
な
が
ら
、
病
室
を
慰
問
し
た
。

ま
た
、

司
令
部
を
訪
ね
戦
没
者
、
病
死
者
の
墓
地

に
お

い
て

「
追
悼

会
」
を
行
う
計
画
を
伝
え
、
協
力
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
四
月
十
二
日

兵
士
を
は
じ
め
従
軍
者
二
百
名
が
参
拝
す
る
な
か

「
追
悼
会
」
を
行

っ

二
五
二

た
。
こ
の
大
連
と
い
う
場
所
は
、
中
継
地
点

で
あ
る
た
め
に
、
追
悼
会

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
た
め
、
兵
士
た
ち
の
感

動
を
誘

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
追
悼
会
を
行
う
た
め
、
旅
順
に
移
動
す
る
が
、
こ
の
地
で

臨
済
宗
妙
心
寺
特
派
の
原
固
応
、
西
本
願
寺

巡
教
使
木
山
完
生
と
い
う

従
軍
僧
に
出
会
い
、
戦
況
や
布
教
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
お
こ

な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
旅
順
で
の
追
悼
会
を
四
月
二
十

二
日
に

行
い
、
営
ロ
へ
と
移
動
し
た
。

営
口
は
貿
易
港
で
人
口
も
多
く
、
盛
京
省
随

二
の
都
市
で
、
イ
ギ
リ

ス

・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
来
訪
も
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
が
、
会
堂
を
居

留
地
に
設
け
、
現
地
人
の
貧
困
層
の
子
供
た
ち
を
収
容
し
、
教
育

・
業

務
を
あ
た
え
た
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
プ

ロ
テ
ス
タ

ソ
ト
教

会

か
ら

も
、
熱
心
な
布
教
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、

二
行
も
こ
の
よ
う
な
現
状
を
、
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ

の
営
口
が
占
領
地
と
な

っ
た
と
き
は
遼
東
半
島
に
お
け
る
布
教
の
中
心

地
と
し
て
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

営
口
で
は
軍
隊

・
病
院
を
慰
問
し
た
り
、
戦
死
者

・
病
死
者

の
た
め

の
追
悼
会
を
お
こ
な

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
町
の
様
子
や
、

そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
、
現
地
の
宗
教
事
情
、
日
本
か
ら
訪
れ
て
い
る

宗
教
関
係
者
な
ど
の
こ
と
を
詳
細
に
調
べ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
、
営
口
か
ら
大
石
橋
、
海
城
、
牛
荘
、
析
木
城
、
軸
巌
、
大
孤
山
ま
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で
を
馬
車
を
用
い
て
、
軍
隊
や
付
属
す
る
病
院
等
を
慰
問
し
な
が
ら
、

現
地

の
情
報
も
収
集
し
て
、
移
動
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
五
月
三
十

一

日
に
大
狐
山
か
ら
船
で
大
連
に
戻
り
、
再
び
大
狐
山
経
由
で
帰
国
の
途

に
つ
き
、
六
月
九
日
、
広
島
の
宇
品
港
に
到
着
し
た
。
お
よ
そ
二
ヶ
月

 

の
従
軍
僧
と
し
て
の
旅
で
あ

っ
た
。
(
1
0
)

こ
の
従
軍
僧
の
派
遣
の
間
に
、
戦
局
は
変
化
し
、
講
和
会
談
か
ら
休

戦
状
態

と
な
り
、
そ
の
後
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、

終
戦

を

む

か
え

た
。

四

こ
う
し
て
二
回
の
従
軍
僧
の
活
動
み
て
き
た
が
、
第

二
回
目
の
朝
鮮

半
島
で
行
わ
れ
た
従
軍
布
教
は
、
開
戦
直
後
の
こ
と
も
あ

っ
て
、
組
織

的
に
も

ま
だ
整

っ
て
い
な
い
時
期
で
の
派
遣
で
あ

っ
た
た
め
、
人
選
に

も
て
ま
ど
り
、
日
蓮
宗
の
正
式
な
派
遣
で
は
な
く
、
日
蓮
宗
報
国
義
会

と
い
う
組
織
か
ら
の
動
き
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
第
二
回
目
の
派
遣
は

報
国
義

会
を
日
蓮
宗
が
引
き
継
ぎ
、
日
蓮
宗
か
ら
の
正
式
な
活
動
で
あ

っ
た
。
現
地
で
の
活
動
に
つ
い
て
も
、
戦
局
の
変
化
に
影
響
さ
れ
、
ま

た
場
所

の
違
い
が
あ
る
が
、
第

二
回
目
の
派
遣
は
軍
隊
の
同
行
で
あ

っ

た
が
、

第
二
回
目
の
派
遣
に
関
し
て
は
、
現
地
の
状
況
を
視
察
し
て
お

り
、
今
後
、
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
占
領
地
と
し
て
の
清
に
お
け
る
布

教
を
見
据
え
て
の
、
活
動
で
あ

っ
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
、

こ
れ
ら
の
行
動
は
、
日
清
戦
争
以
降
に
展
開
さ
れ
る
日
本

の
植

近
代
日
蓮
教
団
に
お
け
る
従
軍
僧
の
活
動
に
つ
い
て

(安

中
)

民

地

政
策

に
沿

っ
て
、

日

蓮

教

団

の
海

外

へ
の
進

出

も
、

本

格

的

に
行

わ

れ

る

こ

と

を

示

唆
す

る

も

の
で

あ

っ
た

。

1

『
日
宗
新
報
』
五

三
七
号

(
明
治

二
十

七
年

八
月

八
日
)

2

中
濃
教
篤
著

『
近
代

日
本

の
宗
教

と
政
治
』

ア
ポ

ロ
社

(昭
和

四
十
三

年
九
月

二
十

日
)

3

『
日
宗
新
報
』
五
三

八
号

(明
治
二
十
七
年
八
月
十
八
日
)

4

前
同

5

『
日
宗
新

報
』
五
三
七
号

(明
治
二
十
七
年
八
月
八
日
)

6

前
同

7

『
日
宗
新

報
』
五
三
八
号

(
明
治

二
十
七
年

八
月
十

八
日
)

8

第

二
回
の
従
軍
僧

の
活
動

に

つ
い
て
は
報

国
義
会

の
活
動
も

含
め

『
日

宗
新
報
』
五

三
七
号

(
明
治

二
十

七
年

八
月

八
日
)
～

五
五
〇
号

(
明
治

二
十
八
年

二
月

八
日
)

を
中

心
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

9

『
日
宗
新
報
』
五
五

七
号

(明
治

二
十
八
年
三
月
十
八

日
)

10

第
二
回

の
従
軍
僧

の
活

動

に

つ

い
て

は

『
日
宗
新
報
』

に

「従
軍

日

記
」
と
し

て
加
藤
文
雅
が
九
回

に
わ
た

つ
て
寄

稿

し

て

い
る

[第

二
回

『
日
宗
新
報
』
五
五
九
号

(明
治
二
十
八
年
四
月
八
日
)
・
第
二
回
同
五
六

二
号
(
同
年

四
月
二
十
八
日
)
・
第
三
回
同
五
六
二
号

(同
年
五
月
八

日
)
.

第

四
回
同

五
六
四
号

(
同
年

五
月
二
十
八
日
)
・
第
五
回
同
五
六
五
号

(
同

年

六
月

八
日
)
・
第

六
回
同
五
六
六
号

(
同
年

六
月
十

八
日
)
・
第
七
回
同

五

六

八

号

(同
年

七
月
八
日
)
・
第

八
回
同

五
七
〇
第

(同
年

七
月
二
十

八
日
)
・
第

九

回
同

五
七
三
号

(
同
年
八
月
二
十
八
日
)
]
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

従
軍
僧
、
日
蓮
教
団
、
日
清
戦
争

(立
正
大
学
助
手
)

二
五
三
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